學會報告 by unknown
一
一
教
育
部
＝
前
回
一
a
A
M
U
抑
制
」
中
に
報
告
さ
れ
て
以
来
の
教
育
部
の
活
動
は
‘
・
次
の
湿
り
で
あ
る
。
門
1
〕
鰐
演
A
7
墜
期
講
演
舎
は
、
東
朝
論
説
委
員
牧
野
輝
智
博
士
を
制
聞
は
し
た
。
演
題
は
「
日
本
及
月
世
界
終
決
の
現
勢
」
ゅ
常
日
聴
衆
は
従
来
の
レ
コ
I
P
を
破
り
文
字
泊
り
堂
に
溢
れ
し
か
も
大
半
講
演
を
ノ
ー
ト
す
る
正
い
ふ
熱
心
さ
を
示
し
た
の
で
氏
も
大
い
に
采
気
に
な
り
二
回
迩
協
同
の
と
こ
ろ
を
一
二
回
に
止
一
民
ば
れ
た
が
都
合
で
貸
貌
安
見
な
か
っ
た
。
こ
の
講
演
舎
の
世
話
寓
端
に
つ
い
て
は
品
川
rナ
べ
て
を
河
西
数
授
の
斡
旋
と
今
春
卒
業
の
大
江
氏
に
負
ふ
正
乙
ろ
を
記
し
て
、
こ
L
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
円
2
〕
研
究
合
国
債
値
畢
読
史
研
究
曾
昨
年
間
月
以
来
約
二
十
同
の
研
究
舎
を
霊
ね
研
究
報
告
及
ぴ
討
論
‘
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
正
、
活
譲
な
活
動
を
績
け
て
来
た
が
、
去
る
二
月
十
一
一
日
、
最
終
の
レ
ポ
ー
ト
内
容
報
告
及
び
そ
れ
に
閲
す
る
討
論
を
絡
へ
、
こ
の
大
研
究
舎
E手ー
合
報
ι3 
の
完
了
を
見
た
。
倫
、
営
研
究
舎
は
悶
遺
品
叫
授
の
謝
恩
に
、
合
員
相
互
間
の
交
歓
を
粂
ね
て
、
二
月
十
大
日
夜
新
宿
中
村
屋
に
て
、
一
夜
の
宴
を
振
っ
た
Q
常
日
間
席
者
、
十
名
。
〔
4
〕
来
年
度
計
量
来
年
度
数
有
部
の
計
喬
に
つ
い
て
は
敬
育
部
は
各
教
授
と
の
接
待
を
霊
れ
て
、
慎
重
案
を
練
つ
で
ゐ
る
が
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
新
聞
申
期
第
一
競
の
合
誌
ょ
に
詳
細
凌
表
さ
れ
る
筈
で
あ
る
が
‘
こ
h
に
さ
し
あ
た
り
の
一
一
三
の
黙
を
指
摘
し
て
お
〈
。
来
年
度
は
従
前
に
比
し
、
申
泣
か
に
妓
繁
に
講
演
合
口
腹
談
合
が
開
催
さ
れ
る
漆
定
で
あ
る
。
そ
の
同
数
は
一
月
に
約
一
同
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
研
究
令
は
、
本
年
度
指
導
を
賜
た
回
議
、
竹
村
山
下
の
一
ニ
教
授
の
外
倫
新
進
気
鋭
の
大
塚
教
授
の
活
躍
が
非
常
に
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
。
．
一
一
記
録
部
＝
＠
禽
毅
十
三
線
批
判
曾
人
口
土
U
合
報
十
三
銃
の
批
判
叶
舎
を
新
宿
，
白
十
字
に
て
行
ふ
。
m席
者
ニ
十
名
・
特
に
先
議
諸
兄
が
多
数
出
席
さ
れ
た
事
は
我
々
合
員
と
し
て
非
常
に
意
義
あ
一
る
事
で
あ
担
、
会
論
文
に
瓦
り
そ
れ
ぞ
れ
熊
多
の
角
度
か
ら
ハ
昭
和
九
年
十
一
月
十
議
論
緩
出
し
十
一
時
態
研
的
興
奮
中
に
悶
合
し
た。第
二
畢
期
総
禽
（
昭
和
九
年
十
二
月
八
日
）
事
務
引
鍛
え
ι
行
ふ
。
左
の
遁
り
決
定
ナ
＠
委
員
長
茂
木
♀
一
υ
副
委
員
長
（
爺
庶
務
）
千
葉
（
ニ
）
教
育
部
給
木
圭
（
ご
浅
間
ハ
一
）
雑
誌
部
村
山
八
一
）
松
下
戸
一
）
合
計
部
鈴
木
ぺ
一
）
記
録
部
三
崎
（
一
〉
絡
橋
ハ
一
〉
＠
寧
業
生
逸
駒
曾
（
十
・
ニ
・
九
）
新
築
町
新
宿
本
郷
パ
ー
で
過
去
三
年
同
‘
輝
済
問
中
合
俊
民
の
錦
、
努
力
さ
れ
た
大
江
1
秋
山
竹
本
、
渡
井
の
問
兄
の
銘
に
意
義
あ
る
出
店
別
舎
を
催
し
刊
日
た
事
は
我
々
と
し
て
心
か
ら
審
ぷ
次
第
で
あ
る
。
常
日
の
間
席
者
は
回
申
部
一
、
二
年
の
委
員
は
勿
論
の
世
帯
、
先
輩
の
川
妻
、
滑
川
、
棚
橋
‘
浅
見
・
諸
井
の
諸
氏
も
来
ら
れ
大
い
に
凶
君
の
篤
に
そ
の
前
会
を
税
繭
し
、
血
中
A
M
口
と
し
て
は
前
例
の
な
い
沼
の
あ
Z
舎
主
催
し
た
事
も
愉
快
で
あ
っ
た
。（哨
也
記
）
先
輩
棚
橋
霊
平
氏
は
住
所
務
吏
書
れ
宣
し
た
か
ら
混
信
は
左
記
へ
。
東
京
市
日
本
橋
区
室
町
三
井
二
披
館
一
一
「
芥
合
名
本
店
鋒
業
部
内
〉五
